1学年歴史的分野「中世～武士の世の始まり」 by 坂田 元丈



































































































































































- 社会 3 -
●資料作成の参考文献
・下村效編『日本史小百科「武士」』東京堂出版 199
3年
・下向井龍彦『日本の歴史０７「武士の成長と院政」』
講談社 2001年
・上横手雅敬/元木泰雄/勝山清次『日本の中世８「院
政と平氏、鎌倉政権」』中央公論新社 2002年
・古川清行『地方の動きと武士の誕生』小峰書店 20
07年
・古川清行『平安貴族と武士の出現』あすなろ書房
2009年
・本郷恵子『日本の歴史「院政から鎌倉時代～京・鎌
倉ふたつの王権」』小学館 2008年
・『新編新しい中学社会歴史』東京書籍 2009年
・『新詳日本史図説』浜島書店 2009年
・関幸彦『鎌倉殿誕生―源頼朝―』山川出版社 2010
年
・福島正樹『日本中世の歴史２院政と武士の登場』吉
川弘文館 2009年
・五味文彦・本郷和人編『現代語訳「吾妻鏡」』吉川
弘文館 2010年
・川尻秋生『平将門』吉川弘文館 2007年
・奥富敬之『吾妻鏡の謎』吉川弘文館 2009年
・永井晋『鎌倉源氏三代記 一門・重臣と源家将軍』
吉川弘文館 2010年
（６）成果と課題
①生徒の変容（Ｋさん）
●武士はどのように政治の実権を握っていったのだろうか。
課題追究前
武力で貴族を脅して、政治の実権を奪った。
↓
課題定着後
武士は、地方政治の乱れの中から台頭し、中央の貴
族・寺社とのつながりで政治に関わるようになった。
院政が始まり、摂関家に対抗できる勢力をつくるため
に武士という存在が生まれた。やがて、院政をめぐる
戦いが起き、武士の力で解決が図られた。やがて、平
清盛が出て、院政をおさえ、中国との貿易や天皇との
関係から政治の実権を握ることができた。
②板書（一部）
③言語活動についての成果と課題
「武士はどのように政治の実権を握っていったの
だろうか」について、課題追究前では武力を用いて
政治の実権を握っていた貴族を排除したという一面
からの記述にとどまっていたものが、資料から課題
に対する理由を読み取る作業、資料を根拠に考えを
書く作業をとり入れ、まとめた内容を発表し、意見
をつなげていくことで、課題定着後は朝廷の政治形
態の変化、地方政治のようす、武士が朝廷内で権力
をのばしたことなど、複数の側面から課題に対して
の要因を述べるようになった。
板書では、朝廷と武士の力関係について、不等式
の記号を用いてまとめた。その結果、時代の転換と
いう観点から言えば、貴族を中心とする朝廷の律令
国家から、中世に入ると地方の政治や武士による政
権できた時代というように、以前の時代との対比を
明らかにすることができた。
言語活動という側面から、今回の授業では時代の
転換の様子をとらえる学習を通して、歴史的事象に
ついて考察したことを自分の言葉で表現するという
活動には取り組むことができたが、学習した内容を
活用してその時代を大観し表現する活動については
取り組むことができなかった。今後は、２つの活動
を視野に入れながら単元構成をしていきたい。
（授業者：坂田元丈）
